
暮
ら
し
の
お
知
ら
せInform

ation
　
墓
地
の
清
掃
を
し
な
い
で
い
る
と
、

雑
草
が
生
い
茂
っ
て
隣
接
す
る
墓
地
の

使
用
者
に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
。

　
墓
地
を
管
理
す
る
時
間
が
取
れ
な
い

人
に
は
、
い
ず
み
聖
地
公
園
管
理
組
合

が
清
掃
を
有
料
で
代
行
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
清
掃
の
代
行
を
希
望
す
る
人

は
、
同
組
合（
☎
36
‐
2
2
9
2
）へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

住
所
な
ど
が
変
わ
っ
た
ら
手
続
き
を

　
墓
地
使
用
許
可
書
の
記
載
内
容（
住

所
・
本
籍
・
保
証
人
な
ど
）に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
特
に
住
所
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
納
付
書
な
ど
の
重
要
書
類
が
届

か
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

許
可
の
取
り
消
し
に
注
意

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
、

墓
地
の
使
用
許
可
を
取
り
消
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◦
使
用
者
が
死
亡
し
、
承
継
者
が
い
な

い
と
き

◦
使
用
者
が
住
所
不
明
と
な
っ
て
7
年

を
経
過
し
た
と
き

◦
普
通
墓
地
使
用
者
が
、
許
可
を
受
け

た
日
か
ら
2
年
を
経
過
し
て
も
囲
障

（
外
柵
）を
設
置
し
な
い
と
き

◦
3
年
間
管
理
料
の
納
付
が
な
い
と
き

式
場
・
和
室
の
利
用

　
霊
園
内
の
管
理
事
務
所
に
は
式
場
と

和
室
が
あ
り
、
納
骨
式
・
回
忌
な
ど
の

法
要
に
利
用
で
き
ま
す
。

料
金（
1
時
間
当
た
り
）

◦
式
場

・
使
用
料
…
2
、
4
8
4
円
。
4
時
間

を
超
え
る
と
1
、
0
8
0
円

・
冷
暖
房
費
…
2
7
0
円

◦
和
室

・
使
用
料
…
1
、
0
8
0
円
。
4
時
間

を
超
え
る
と
5
4
0
円

・
冷
暖
房
費
…
54
円

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）、
い
ず
み
聖
地
公
園
管

理
組
合（
☎
36
‐
2
2
9
2
）へ
。

在
学
中
の
利
子
を
補
給

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
市
で
は
、
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
融
資

を
受
け
て
、
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学

す
る
人
や
在
学
し
て
い
る
人
、
そ
の
親

族
に
、
在
学
期
間
中
の
利
子
の
半
額
を

補
給
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
1
年
以
上
住
民
記
録
が

あ
り
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

利
子
補
給
期
間
＝
交
付
決
定
の
月
か
ら

在
学
期
間（
最
長
7
年
間
。
留
年
し

た
年
数
は
除
く
）

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
返
済
予
定
表
・

住
民
票（
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た

も
の
）・
平
成
27
年
度
の
市
税
納
税

証
明
書
・
印
鑑
・
在
学
ま
た
は
入
学

を
証
明
で
き
る
も
の

※
く
わ
し
く
は
教
育
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
8
0
）へ
。

明
細
で
確
認
を

固
定
資
産
・
都
市
計
画
税

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
の
固
定
資

産
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
発

送
し
ま
し
た
。
通
知
書
に
は
、
所
有
し

て
い
る
土
地
・
家
屋
な
ど
の
明
細
を
同

封
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
家
屋
の
新
築
、
増
築
、
建
て
替
え
、

取
り
壊
し
、
名
義
の
変
更
な
ど
が
あ
れ

ば
資
産
税
課（
☎
20
‐
1
5
1
4
）へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

市
内
で
9
月
30
日
ま
で

鳥
獣
の
捕
獲

　
市
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す

鳥
獣
の
捕
獲
を
、
市
街
地
を
除
く
市
内

全
域
で
行
い
ま
す
。
鳥
類
は
5
・
6
月

に
銃
器
に
よ
り
、
獣
類
は
9
月
30
日
㈮

ま
で
わ
な
に
よ
り
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま

す
。
安
全
に
努
め
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
あ
る
場
合
に
は
農
政
課（
☎
20
‐

1
5
4
1
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

訪
問
セ
ー
ル
ス
に
ご
用
心

排
水
設
備
の
清
掃
・
点
検

　
「
市
役
所
か
ら
紹
介
さ
れ
て
排
水
設

備
の
清
掃
・
点
検
に
来
た
」
と
、
家
庭

を
訪
問
す
る
業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
業
者
の
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
訪
問
セ
ー
ル
ス
で
不
審

に
感
じ
た
ら
下
水
道
課（
☎
20
‐
1�

5 

5�

3
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

墓
地
内
の
清
掃
は
自
分
で

い
ず
み
聖
地
公
園

いずみ聖地公園の墓地

※�くわしくは納税課（☎20-15 
19）へ。

限期今 月 の 納

固定資産税
（第1期）

5月2日㈪
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0
0
0
円

◦
中
学
生
…
1
万
円

　
受
給
者
の
前
年
の
所
得（
総
所
得
額

か
ら
医
療
費
控
除
な
ど
の
金
額
を
差
し

引
い
た
後
の
金
額
）が
、
所
得
制
限
限

度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
支
給
月
額
が

一
律
5
、
0
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
子
育
て
支
援
課（
☎

20
‐
1
5
3
8
）へ
。

整
備
工
事
に
補
助
金

共
同
墓
地

　
市
で
は
、
既
存
の
共
同
墓
地
の
整
備

工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
墓
地
＝
区
・
自
治
会
・
管
理
組

合
・
5
つ
以
上
の
世
帯
で
管
理
す
る

墓
地

対
象
工
事
＝
墓
地
内
通
路
・
排
水
設

備
・
塀
・
擁よ
う
壁へ

き
の
工
事
な
ど（
20
万

円
未
満
の
工
事
は
除
く
）

事
務
局
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
教
育
総
務

部
、
生
涯
学
習
部
、
消
防
本
部

監
査
実
施
期
間
＝
平
成
27
年
10
月
16
日

〜
28
年
1
月
25
日

方
法
な
ど
＝
平
成
27
年
4
月
1
日
〜
9

月
30
日（
土
木
部
、
都
市
部
、
水
道

部
は
11
月
30
日
ま
で
）の
財
務
に
関

す
る
事
務
の
執
行
状
況
が
事
務
事
業

の
目
的
に
沿
っ
て
適
正
か
つ
効
率
的

に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
市
の
経
営
に

係
る
事
業
の
管
理
が
合
理
的
か
つ
効

率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
主
眼
に

監
査
を
実
施
し
た
。
監
査
に
当
た
っ

て
は
、
提
出
さ
れ
た
資
料
や
提
示
さ

れ
た
関
係
書
類
な
ど
を
調
査
し
、
関

係
職
員
か
ら
説
明
を
聴
取
し
た

結
果
＝
「
各
部
局
の
財
務
に
関
す
る
事

務
は
、
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
事

務
の
執
行
に
当
っ
て
は
常
に
経
済
性
、

効
率
性
お
よ
び
有
効
性
を
意
識
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
経
費
の

削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
」

※
く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局（
☎

20
‐
1
5
7
2
）へ
。

補
助
額
＝
1
5
0
万
円
を
限
度
に
、
工

事
費
の
半
額（
騒
音
地
域
は
、
補
助

金
の
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
）

※
着
工
す
る
前
に
環
境
衛
生
課（
☎

20
‐
1
5
3
1
）に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

平
成
27
年
度
の

結
果
を
公
表

定
期
監
査

　
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
定
期
監
査

の
結
果
を
地
方
自
治
法
第
1
9
9
条
第

9
項
に
基
づ
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

成
田
市
監
査
委
員　
福
田　
　
　
稔

　
　
　
同　
　
　
　
三
浦　
　
　
弘

　
　
　
同　
　
　
　
宇
都
宮　
高
明

対
象
＝
企
画
政
策
部
、
総
務
部
、
財
政

部
、
空
港
部
、
市
民
生
活
部
、
環
境

部
、
福
祉
部
、
健
康
こ
ど
も
部
、
経

済
部
、
土
木
部
、
都
市
部
、
会
計
室
、

水
道
部
、
議
会
事
務
局
、
監
査
委
員

早
め
に
申
請
を

児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の

児
童
を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
出
生（
第
2
子
以
降
の
出
生
を
含
む
）

や
転
入
な
ど
で
新
た
に
児
童
手
当
の
支

給
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
が
支
給
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
務
員
は
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
、
手
続
き
な
ど
は
勤
務
先
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
＝
子
育
て
支
援
課（
市
役
所

2
階
）、
下
総
・
大
栄
支
所

支
給
月
額（
1
人
当
た
り
）

◦
3
歳
未
満
…
1
万
5
、
0
0
0
円

◦
3
歳
〜
小
学
生
…
第
1
・
2
子
は

1
万
円
、
第
3
子
以
降
は
1
万
5
、

3月16日〜31日

市長
日誌

開会式で選手たちを激励（18日）

17日 大栄幼稚園卒園式
3月定例市議会閉会

18日

成田小学校卒業式
観光立国タウンミーティングin
千葉・成田
全国高等学校女子ソフトボール
選抜大会開会式

22日 成田ブランド推進会議
農業センター理事会

23日

産業まつり実行委員会
成田空港圏自治体連絡協議会
勉強会
成田国際空港騒音対策委員会

24日
水道事業運営審議会
成田空港周辺地域共生財団評
議員会

25日 農業青年会議所総会

27日 成田子ども名人戦
山之作共同利用施設竣工式

28日
印旛郡市広域市町村圏事務組
合議会臨時会
印旛沼環境基金臨時理事会

29日 成田空港に関する四者協議会
31日 職員退任式

※�各施設の測定結果は、市ホームページ（http://www.city.narita.chiba.jp/sisei/
sosiki/koho/110311.html）に掲載しています。くわしくは環境対策課（☎20-
1532）へ。

市内の放射線量測定結果

単位：マイクロシーベルト／時国の目標値は0.23マイクロシーベルト／時です。

施設名 測定日 測定の高さ1m 測定の高さ
0.5m

測定の高さ
0.05m

小中学校（37カ所） 3月1日〜25日 0.03〜0.09 0.03〜0.09 0.03〜0.09
保育園・幼稚園・認可
外保育施設（35カ所） 3月1日〜25日 0.04〜0.08 0.04〜0.08 0.03〜0.09

保育園・幼稚園・認
可外保育施設（35カ
所）の砂場・ブランコ
など

3月1日〜25日 － 0.03〜0.09 0.03〜0.12

市役所（花崎町） 3月22日 0.07 0.08 0.09
3月28日 0.07 0.08 0.06

下総支所（猿山） 3月22日 0.10 0.10 0.11
3月28日 0.11 0.10 0.11

大栄支所（松子） 3月22日 0.07 0.07 0.06
3月28日 0.07 0.07 0.07

大清水大気測定局
（遠山中敷地内）

3月22日 0.07 0.08 0.08
3月28日 0.07 0.08 0.08

幡谷大気測定局
（久住体育館隣）

3月22日 0.08 0.08 0.08
3月28日 0.07 0.07 0.07

広報なりた 2016.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です15



暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

Inform
ation

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
に
協
力
を

　
事
業
所
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
は
近

年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
資

源
化
す
る
こ
と
が
可
能
な
古
紙
類
が
可

燃
ご
み
と
し
て
多
く
搬
入
さ
れ
て
い
て
、

清
掃
工
場
の
処
理
量
増
加
の
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
正
し
く
分
別
し
、
ご
み
の
減
量
化
、

資
源
化
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

分
別
は
プ
ラ
マ
ー
ク
が

目
印

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　
市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装（
白
色
の
指
定
袋
）を
資
源
物
と
し
て

自
己
搬
入
か
業
者
委
託
で

事
業
所
ご
み
の
処
理
方
法

　
飲
食
店
や
店
舗
、
事
業
所
な
ど
の
一

般
廃
棄
物
・
産
業
廃
棄
物
は
、
一
般
家

庭
用
の
集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
次

の
通
り
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
外
や
成
田
空
港
内
の
事
業

所
の
ご
み
は
自
己
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

空
港
内
で
の
、
ご
み
の
収
集
運
搬
業
許

可
を
受
け
て
い
る
業
者
に
委
託
し
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
の
処
理

◦
自
己
搬
入
…
処
理
に
は
10
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
り
2
1
6
円
掛
か
り
ま
す

・
可
燃
ご
み
…
成
田
富
里
い
ず
み
清
掃

工
場（
☎
36
‐
1
6
8
9
）へ

・
そ
れ
以
外
…
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
36
‐
1
0
0
0
）へ

◦
業
者
委
託
…
成
田
市
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
許
可
業
者
へ

産
業
廃
棄
物
の
処
理

　
適
正
な
基
準
に
基
づ
い
て
自
ら
処
理

す
る
か
、
県
の
許
可
を
受
け
た
「
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
」
に
委
託
す
る
な
ど

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
県
印
旛
地
域
振
興
事
務
所
地

域
環
境
保
全
課（
☎
0
4
3
‐
4
8
3
‐

1
1
3
8
）ま
た
は
県
廃
棄
物
指
導
課

（
☎
0
4
3
‐
2
2
3
‐
2
7
5
7
）へ

回
収
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
全
て
が
対
象

に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
白
色
の
指

定
袋
へ
の
分
別
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
プ
ラ
マ
ー
ク（
下
図
）が
付

い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
◦
中
身
は
使
い
切
る
か
、
取
り
除
く

◦
汚
れ
や
臭
い
が
な
い
か
確
認
す
る
。

　
汚
れ
や
臭
い
が
取
れ
な
い
も
の
は
、

可
燃
ご
み
と
し
て
出
す

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

購
入
前
に
手
続
き
を

浄
水
器
設
置
費
補
助
金

　
市
で
は
、
飲
料
用
井
戸
水
か
ら
対
象

物
質
が
基
準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
た

場
合
、
こ
れ
ら
を
除
去
す
る
た
め
の
浄

水
器
を
設
置
す
る
世
帯
、
設
置
か
ら
5

年
以
上
経
過
し
故
障
な
ど
で
買
い
替
え

る
世
帯
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
物
質
＝
硝
酸
性
窒
素
、
亜
硝
酸
性

窒
素
、
ヒ
素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
塩

化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
浄

水
器
の
購
入
前
に
申
請
書
提
出
な
ど
の

手
続
き
と
審
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
上
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
区
の

人
は
、
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

稲
作
農
家
の
皆
さ
ん
へ

飼
料
用
米

　
主
食
用
米
の
消
費
の
減
少
や
過
剰
な

作
付
け
な
ど
が
、
米
価
下
落
の
要
因
と

な
り
ま
す
。

　
飼
料
工
場
や
畜
産
農
家
に
大
き
な
需

要
が
あ
る
飼
料
用
米
の
生
産
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
主
食
用
米
の
需
給
改
善
を

図
り
、
安
定
収
入
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1
5
4 

1
）ま
た
は
県
生
産
振
興
課（
☎
0 

4�

3
‐
2
2
3
‐
2
9
8
0
）へ
。

見
つ
け
た
ら
連
絡
を

街
路
樹
の
害
虫

　
害
虫
に
よ
る
街
路
樹
の
被
害
を
最
小

に
抑
え
る
た
め
に
、
街
路
樹
の
葉
に
異

変
や
害
虫
を
発
見
し
た
場
合
は
道
路
管

理
課（
☎
20
‐
1
5
5
1
）へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

駆
除
に
ご
協
力
を

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
5
〜
7
月

ご
ろ
に
直
径
5
〜
7
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け
る
植
物

で
す
。
生
命
力
・
繁
殖
力
が
強
く
、
一

度
定
着
す
る
と
在
来
の
野
草
の
生
育
場

所
を
奪
い
、
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
栽

培
・
販
売
な
ど
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
宅
の
庭
な
ど
に
生
え
て
い
た

ら
、
根
か
ら
引
き
抜
い
て
枯
れ
る
ま
で

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
可
燃
ご
み
と
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

sisei/sosiki/kankei/index.
htm
l

）へ
。

黄色い花を咲かせるオオキンケイギク

広報なりた 2016.4.15 16


